
連載：研究者になる！－第 12 回－
人間・環境学研究科教授　　　　　　　　　　小山静子
　「研究者になる！」という言葉を見ての第一印象は、「な
る！」ねえ、というものだ。というのも、わたしが院生
のころに「研究者になる！」という決意をもっていたの
か、はなはだ怪しいからである。実際、大学院の博士後
期課程の時に、大学を受験し直して医者になろうかと考
えたこともある。結果的に研究者になったが、研究者に
なっても、この仕事は向かないのではないか、もっと別
の人生があったのではないかと心は揺れ動き、どうして
院生のときに方向転換する決断が下せなかったのかと
思ったりもした。要するに「研究者になる！」という表
現からはほど遠い人生なのである。
　ただ、経歴からいうと、わたしは大学卒業と同時に大
学院に進学し、なかなか就職が決まらなくて長いOD生
活を経験したものの、大学の教員以外の仕事をしたこと
はない。そういう意味では、研究者になる道をまっすぐ
に歩んできたように見えるだろう。しかしそもそも大学
院へ進学したのは、研究に対して魅力を感じていたこと
は事実だが、それ以外に、モラトリアムを楽しみたいと
いった、かなり不純な動機が含まれてもいた（恥ずかし
くって書けないようなもっと不純な動機もある）。そし
て今思うと不思議なことなのだが、大学院に入学し修士
課程から博士後期課程へと進学した後も、研究をすると
いうことと研究者になるということとが、わたしの中で
は結びついていなかった。では、何を生業として生きて
いくつもりだったかと問われれば、答えがないほど、何
も考えないで、まあ好きなことを研究しているのだから、
それでいいよなあと、のんびりと自分の研究のことだけ
を考えて生きていた。というよりも、研究をするという
ことが、自分の人生について考えることだったのである。
　わたしは大学に入ってはじめて、自分が女であるとい
うことを考えるようになった。親は放任主義だったし、
高校は進学校だったために、家でも学校でも「女の子だ
から・・」という言葉をあまり聞かずに育っていたわた
しだったが、大学生になって大学卒業後のことを考える
ようになって、はたと困ってしまうことになる。当時
（1970 年代半ば）は、多くの女性が 20 代半ばまでに結
婚し、専業主婦となって子どもを 2人ほど産むという平
準化した家族を営んでいたが、わたしにはそれはあまり
魅力的には見えなかった。またわたしの母は父以上の、
家庭を顧みない仕事人間であり、その反動で姉は専業主
婦願望が強かったが、わたしは母や姉とは違った生き方
をしたいと思っていた。しかし、どういう生き方ができ
るのか想像もつかなかったし、女であるわたしには生き
にくい世の中であることもわかっていた。（ついでにい
えば、高校では常勤の女性教員は全校で 1人しかいな
かったし、大学では女性教員に出会っておらず、ロール・

モデルになる女性が身近にいなかった
なあとつくづくと思う。）
　というわけで、わたしは大学に入っ
てから悶々とした日々を過ごしていた
が、結局、わたしの息苦しさはどこから来ているのか考
えたいと思い、迂遠に見えるかもしれないが、女子教育
史を勉強してみようと思いはじめた。そして学問を媒介
としながら自分の生き方を考えることが、社会のあり方
を考えることにもつながっていくのではないかと思うよ
うになった。そのため、3回生に上がるときに文学部か
ら教育学部に転学部し、日本教育史を専攻することにな
る。歴史研究はわたしの性に合っていたようで、それ以
来、ずっと史料を読むのを楽しみとして生きている。
　ただ、わたしの学問的な興味は、自分の生き方を考え
るというところから発しているので、わたしが研究する
ことは教育史研究の枠組みからは大きくはみ出すものと
なった。卒論でこそ女子教育史を対象として扱ったが、
修論では女性たちが自らの解放のありようをどのように
考えたのか知りたくなり、女性解放思想について論じた。
この修論には教育という言葉が全然入っておらず、それ
を教育学研究科の修士論文として認めてくれた指導教官
にはとても感謝している。ただ、当時は、自分のやりた
いことをするのが研究なのだから、文句あるか！と思っ
ていたし、学問の枠組みなどたいした問題ではないと
思っていた。本当に生意気なヤツだった。
　研究者となるには、まずはオーソドックスな研究テー
マをすることが大事だということを後で知ったが（ジェ
ンダー研究が市民権を得ている現代とは隔世の感がある
ような時代の話である）、院生の時にたとえ知っていた
としても、研究テーマを変える気にはならなかっただろ
うし、きっと、研究テーマを変えてまで研究者になるこ
との意味はないと考えたと思う。ある意味、浮き世離れ
していたというか、世知に疎かったのであり、結果的に
長いOD生活を過ごすことになったが、それもわたしの
選択だったのかなと思ったりもする。
　このように好きなことをやってこられたのは、お気楽
でもあり、しんどくもあったが、今から振り返ってしみ
じみと思うのは、随分といろんなことで恵まれていたな
あということである。その一つが、院生のころに出会っ
た女性学の仲間である。そのころ出会った人々は、今で
もかけがえのない友人として、いつもわたしの側にいて
くれるし、彼女たちと楽しいおしゃべりをし、時には愚
痴を言い合うことが、研究に対する元気につながってい
ると感じる。そういう意味では、いろいろな人に支えら
れながら、こだわりをもって自分の研究を続けたことが、
結果的に研究者という人生をもたらしたのだなあとつく
づくと思うのである。
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「雌の戦略、雄の戦略：動物行動学の視点から」
　　　　　　　　　　京都大学名誉教授　　日高　敏隆

　かなり以前は、生物は、自分
の種族の維持、種族保存のため
に、形態、行動などを進化させ
ているんだ教えられてきました
が、動物行動学の研究が進むに
つれて、実は、そうではないと
いうことになってきました。
　１つの例は、ハヌマンヤセザ
ルというインドのサルの子殺し
です。このサルの集団は、雄が
１匹、あとはみんな雌なのです。

別の雄がやってきて、その 1匹の雄とけんかをして、自
分がその雌の群れを乗っ取り、雌たちが育てている前の
雄の子どもを殺してしまいます。子どもを全部殺してし
まうと、雌たちが発情して、この雄に近づいてきます。
それで、雄はその雌と順につがって子どもを産ませるの
です。殺したあとに、また同じ数の子どもが生まれるわ
けです。だから、種族の子どもとしての数は変わってい
ないけれど、新しくできる子どもは、全部この雄の子ど
もです。これは種族の維持と何の関係があるのかという
議論が散々に起こりました。
　どうも動物たちの雄は、自分の血のつながった、本当
の自分の子どもをたくさん残したいと願っているらしい
のです。雌も同じ考えです。それでは種族の保存を考え
ているとは、思えないということになってきたわけです。
そこで、自分の血のつながった子を残すというには、遺
伝子のせいではないかということが出てきました。遺伝
子は１個ではなく複数ですから、その遺伝子たちが、自
分たちが生き残って増えていきたいと願っていると考え
れば話は非常によくわかります。遺伝子は、自分が宿っ
ている個体を操作して、自分が増えていくようにしてい
るわけです。
　病気にならないために、遺伝子は混ぜ合わさないとい
けないことはご存じですね。雄、雌をつくって、このあ
いだで受精し、親とは必ず違う遺伝子を持った子どもが
できるというふうにしているほうが安全なのです。だか
ら男と女がいたほうがいいのです。
　雄と雌は、身体の構造的にも違いますね。それは生き
残っていくこととは関係なくて、自分の子孫を残すとい
うことと関係があるわけです。クジャクの雄はきれいな
長い尾羽を持っています。これは、生き残っていくため
には損でも、雌に好かれるためにはいいんだということ

です。雄と雌が出会ったときには、雌が雄を選びます。
雌が性的にこっちがいいと雄を選択するんですよ。性
淘汰という言葉がありますが、それは淘汰ではなくて
選択なのです。
　雄の基本戦略は、できるだけたくさんの雌を口説い
て、何とかその雌に子どもを産ませてしまうことです。
雌は、１回に産む子どもの数が決まっていますから、
弱い子どもや病気の子どもをつくってしまっては困る
ので、相手の雄は大丈夫かということを見ているわけ
です。選ぶときにどういう雄がいいかというと、ほん
とうは見かけだけではないのですよね。やはり実際に
丈夫で、長生きできることが必要なのです。雄は雄同
士の競争のなかで勝てること。雌は雌同士の競争のな
かで勝てること。そして、相手に選ばれること。それ
によって初めて自分の子孫が残るわけです。
　動物の中には、子どもの性別を決めることができる
ものもいます。ハチの雌は卵を産むときに、こいつは
雄の卵にしようか、雌の卵にしようかということを、
ちゃんと決めて産むのです。これは性比の戦略といい
ます。鳥類や哺乳類ではこういうことができません。
　これまでの話のように、多くの動物は、一夫多妻で、
雌が雄を選択しますが、一夫一妻の動物では非常に複
雑になります。特に人間の場合には、一夫一妻になっ
たから、女の地位が安定したという話になっているわ
けですね。地位は安定するのですけれども、一夫一妻
になって、今度は女が男に選ばれてしまうのです。人
間の場合には、男というのが、また変なふうに昔から
財産を持っていたり、権力を持っていたりするのです。
男の選択によるということは、権力とか財産獲得の戦
略で選ぶことになってきて、そうするとよく働く女と
か、都合のよい女を選ぼうという話が出てきます。僕は、
人間の女に、いわゆる性的な役割分担があるというこ
とは、進化論的な話よりは、社会学の問題なんだなと
いう気がします。
　雌が子育てをする動物が多いのですが、結局、雄が
子育てをするほうがいいか、悪いかという話ではなく
て、こういう場合は雄が子育てをしたほうがよいと
か、雄が子育てをする以上はこうしなければだめだと
かいうことが必
ずくっついてい
るわけです。生
物多様性が重要
だと言われるの
は、論理の多様
性がどれぐらい
あるかというこ
となのです。

第 4 回「性差の科学」研究会
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ポケットゼミ「ジェンダーと科学」

　国連では、1975 年か
らの国連女性の 10 年に
始まり、「ジェンダー」
の取組みが推進されて
きました。
　日本はかなり出遅れ、
1994 年に男女共同参画

室ができ、政策が本格的に始まりました。1985 年には
男女雇用機会均等法が制定され、1991 年に育児休業法
が制定されますが、実際に日本で男女共同参画の動きが
始まるのは、1995 年の育児休業法の改正前後からです。
男女ともに休業中も給料の 25％が出るようになったの
です。ちなみに今は 50％です。
　働いている女性の 7割は、子どもが生まれると辞め、
残りの３割のうちの７割が育児休業をとっています。一
方、子どもが生まれた男性で育児休業をとった人は、
0.5％未満です。日本で女性が育児休業を取るのは、女
が子育てをするべきだというジェンダー意識が大きいか
らですが、それ以外に男性の賃金体系の方が高いこと、
将来の出世とか、世帯の所得等も関係しているのかもし
れません。
　日本の女性の労働力率は、30 歳代に谷ができるＭ字
カーブを描きます。働きたい人がたくさんいるのに、働
けないで家にいるというのが問題で、30 歳代だと専業

主婦の 13％が働きたいと思っています。なぜ、働かな
いか。働いても出世がなかなか難しい。給料は悪い。仕
事はワンパターン。総合職に就いて働こうとしても、女
性は家のことも子どもの世話もしなくてはいけない。同
時に、専業主婦の妻がサポートしてくれる男性と競争も
しなくてはいけない。それはやっぱりしんどいですよね。
いろんな問題が女性たちを労働から排除していくという
状況があるのでしょう。
　さて、少子高齢化は加速する一方で、2035 年には、
65 歳以上の高齢者が 30％になると予想されています。
みなさんは、働いても税金と社会保障費で、給料の半分
以上は取られ、高齢者は十分な年金がもらえないことに
なります。こうなると女性が社会参加をしないと、もた
ないのです。そこで、仕事と家庭生活のワークライフバ
ランスの取組みが出てきます。経済が縮小しても、男女
ともに育児や家事や自分の自由時間が確保できる働き方
に変換しないと、子どもも生まれないし、女の人の過労
死さえ増えてしまいます。女性の社会参加は、男性も含
めて働き方の見直しを根本的に考えながらやっていかな
いといけないというのが、いまの流れです。
　男女共同参画の政策は、仕事と家庭生活や地域生活と
の両立の仕組みの制度化、男女平等の労働条件の整備、
そういういろんなものを整備しながら、つなげていかな
いとできない課題なのです。

第 6回「人種とジェンダーのアナロジー」　竹沢泰子・人文科学研究所教授　　　　　　　　　　　　　　（6月 3日）
　人種とは、『広辞苑』第 6版によれば、人間の生物学
的な特徴による区分で、皮膚の色をはじめ、頭髪、身長、
頭のかたち、血液型など形質を総合して分類されるとあ
ります。しかし結論から言うと、生物学的な「人種」な
ど存在しません。そもそもこれらの身体的特性がまとま
りをもってひとつの人種を形成し、他の人種と明確な境
界線をもつということはありません。性の場合、男女の
境界上の人の比率は圧倒的に少ないですが、バトラーな
どの研究で指摘されているように、男女の二分法的な明
確な分類が存在するわけではありません。その点人種と
のアナロジーが見られます。　
　人種は、生物学的には存在しませんが、社会的には存
在しています。人種概念の重要な特性として三つ挙げら
れます。まず、可視的な身体要素（皮膚の色など）、非
可視的な身体要素（例えば「日本人の血」）、気質（すぐ
に怒る、勤勉など）、身体能力などが、身体を媒介に、
遺伝するのだと信じられていることです。第二に、他者
集団に対しては、排他的傾向が強く、欧米の人種論が世
界中に伝播したため、大半の社会において、白人がヒエ
ラルキーの最上位を、黒人が最下位を占めることが想定
されています。第三に、それらは政治的、経済的、ある
いは社会的制度や資源と結びついて発露するため、単な
る偏見とかエスノセントリズム、自民族中心主義に基づ
く差異の認識に留まりません。組織的な差異化なのです。

　いろいろな差別、
偏見の中で、なぜ
人種やジェンダー
に関するものが、
とりわけ根強いの
でしょう。どちら
も身体を媒介に、
生まれによって決
まるもので、環境
によって変えること
はできないと考えられているからです。人種とジェン
ダーという視点で見れば、重層的に差別の形態が生まれ
てきます。貧困層の黒人の女性たちが経験する世界は、
黒人の貧困層の男性とは違うし、黒人の中級階級の女性
とも違う。
　人類は、アフリカから移動し、それぞれの環境での自
然選択と突然変異などの結果、現在あるように多様と
なっています。人類が多様であることと、境界線が存在
すると仮定することとは異なります。グローバル化の進
行する現在、一方で均質化の傾向は進んでいますが、他
方でそれだからこそそれぞれのアイデンティティを主張
する傾向も強まっています。差異といかに向き合うか、
アイデンティティを互いにいかに尊重するかが、現代の
重要な課題でもあるのです。

第 5回「ジェンダー学の視点から日本社会を考える」　伊藤公雄・文学研究科教授　　　　　　　　    　（5月 27 日）

【センターから】女性のための相談室　開室日
8 月１日、８日、1５日、2２日、２９日　　9月 6日、13 日、20 日、27 日　　10 月５日、12 日、19 日、26 日
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京都大学学生パパ・ママサークル☆めんどり学部活動紹介
前田治子 ( めんどり学部代表、
　　　　　　　　京都大学農学研究科博士課程 3回生）
　めんどり学部は、大学に通いながら子育てをしている、
またはこれから子育てをしようとしている学生のための
情報交換の場として、2005 年 8 月から活動を開始しま
した。私自身、初めての妊娠・出産・子育てを通して大
きな戸惑いに直面した時に、「今の状況を共有できて、
本当に理解してくれる友達がいたらどんなに心強いだろ
う」、「同じ思いの人がきっと他にもいるはず！」という
思いが強くなり、サークルを作ることを決意しました。
　めんどり学部の主な活動は、月に一度、女性支援セン
ターに集まって参加者同士で思い思いの会話を楽しむこ
とです。大学に居ながらにして気軽に参加できるように
と、活動時間は平日のランチタイムに設定しています。
内容は妊娠中の体調管理、休学手続きや保育所探しにつ
いて、出産について、妊娠出産育児にあると便利なもの、
育児に関するちょっとした疑問、子供のアレルギーにつ
いて、就職について等々、本当に多様です。参加者が今、
必要としている情報をリアルタイムに提供できるところ
がめんどり学部の素晴らしいところだと思います。
　めんどり学部には子供連れで参加してくれる方も多い
ので、子供のための本や玩具、手洗い場なども完備され

　みなさん方は、経済成長して国が豊かになると、社会
が安定し、権利意識も高まり、男性と女性の平等性も、
しだいに獲得されると思っているでしょうか。実は、そ
んなことはないのです。たとえばフィリピンは、豊かで
はないけれど、識字率は高く、女性のほうが高等教育に
多く進んでいるし、女性の国会議員も多く、たくさんの
女性が管理職として働いています。
　アジア、といっても女性のあり方は多様です。概して
言えば、東アジアや南アジアは、女性を男性に対して従
属的とみなし、男女の役割について強固な規範があった
社会でした。19 世紀後半になると、「夫は家の外で働い
て給料を取ってくる、妻は家のなかを守り、愛情を持っ
て夫や子どもの世話をする」という西洋近代の役割モデ
ルが入ってきて、両者が重なりながら多様な「良妻賢母」
のモデルが生まれてきます。
　ただ、こうした役割規範の強い社会でも、実際には、
女性はかなり働いているのです。
　女性が働くときに、子どもが生まれたらどうするかが
問題になります。女性の労働力化率の高い国では、親や
姉妹、ご近所、保育園、お手伝いさんなど、援助しても
らえる何かがあり、それらを組み合わせることができる
社会なのです。日本や韓国は、核家族化が進んでしまっ
た結果、これらの条件が非常に少ないのです。
　次に、教育と政治参加を見てみます。アジアの多くの
国では、男女の役割意識の有無にかかわらず、初等教育
が進み成人識字率の男女差はなくなってきていますが、
高等教育では大きく差が出ます。日本や韓国、インドネ
シアやベトナムのように、まだ役割意識があると、男子
の大学進学率が高く、女子は低い傾向が根強く残りま

す。政治参加につ
いてみると、もと
もと役割意識が強
い場合でも社会主
義を経験した国で
は、女性の政治参
加がある程度確保
されていることな

ど、政治体制も重要なポイントとなります。
　アジアでは、女性の政治指導者が多いのですが、私は、
指導者には、三つのタイプがあると考えています。一つ
は、政治指導者の妻、娘。二つ目は、弱者救済の社会運
動家として尊敬されて、いつのまにか長老格になってい
く人。三つ目は、最近出てきたタイプで、自分自身が社
会活動や政治のなかでもまれて、あるいは高い専門的な
知識を身につけて、権力争いを勝ち抜いて頭角を現すタ
イプ。この三つのタイプとも、ある意味では、アジアの
女性が置かれている状況を象徴しています。最初のタイ
プは政治の「制度化」が未熟ななかで、妻や娘という役
割が政治的カリスマ性の「継承」を容易にしており、二
番目のタイプは、「献身」と慈しむ母親イメージが重なっ
ています。注目されるのは、三番目のタイプ。女性をと
りまく状況が厳しいからこそ、パワフルな女性が出現す
るのではないか、とインドの事例を見ながら考えていま
す。北欧のように、女性の地位が全般的に向上し、国会
議員の 30 ～ 40％が女性という状況のなかで女性の首相
が生まれてくるのと、アジアの女性の政治指導者の出現
には大きな違いがあります。日本の状況を考えるとき、
こうしたアジアの経験はとても興味深いものです。

第 7回「アジアの『男女共同参画』：家族、社会、制度」　押川文子・地域研究統合情報センター教授　　　　（6月 10 日）

ている女性研究者支援センターを使用させていただい
て、本当に助かっています。毎月の例会以外にも、休日
を利用して、家族会を 8月と 12 月の年二回、それ以外
にも不定期に開催しています。以前は、参加者の自宅や
お店を借りていましたが、女性研究者支援センターは休
日にも利用できるので、2008 年からは休日の家族会に
も女性研究者支援センターを利用しています。
　めんどり学部が一番大切にしているのは、何と言って
も「顔を合わせて会話をすること」です。インターネッ
トでいくら情報を集めても、不安やつらい気持ちは解消
されません。顔を合わせて話を聞いてもらい、一言「大
変だよね」という言葉をかけてもらうだけで、どれだけ
気持ちが楽になることでしょう。
　サークルには京大生だけでなく、他大学の学生さんも
参加してくれています。また、遠方の大学の方からも問
い合わせや励ましの言葉がたくさん届きます。学内、学
外だけでなく、ボランティア活動を通して知り合った方
など、子育てを頑張る学生パパ・ママを中心にたくさん
の人と人とのコミュニケーションの輪が大きく広がって
います。
めんどり学部HP
（http://www.geocities.jp/mendori_gakubu/）
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ポケットゼミ「ジェンダーと科学」

　国連では、1975 年か
らの国連女性の 10 年に
始まり、「ジェンダー」
の取組みが推進されて
きました。
　日本はかなり出遅れ、
1994 年に男女共同参画

室ができ、政策が本格的に始まりました。1985 年には
男女雇用機会均等法が制定され、1991 年に育児休業法
が制定されますが、実際に日本で男女共同参画の動きが
始まるのは、1995 年の育児休業法の改正前後からです。
男女ともに休業中も給料の 25％が出るようになったの
です。ちなみに今は 50％です。
　働いている女性の 7割は、子どもが生まれると辞め、
残りの３割のうちの７割が育児休業をとっています。一
方、子どもが生まれた男性で育児休業をとった人は、
0.5％未満です。日本で女性が育児休業を取るのは、女
が子育てをするべきだというジェンダー意識が大きいか
らですが、それ以外に男性の賃金体系の方が高いこと、
将来の出世とか、世帯の所得等も関係しているのかもし
れません。
　日本の女性の労働力率は、30 歳代に谷ができるＭ字
カーブを描きます。働きたい人がたくさんいるのに、働
けないで家にいるというのが問題で、30 歳代だと専業

主婦の 13％が働きたいと思っています。なぜ、働かな
いか。働いても出世がなかなか難しい。給料は悪い。仕
事はワンパターン。総合職に就いて働こうとしても、女
性は家のことも子どもの世話もしなくてはいけない。同
時に、専業主婦の妻がサポートしてくれる男性と競争も
しなくてはいけない。それはやっぱりしんどいですよね。
いろんな問題が女性たちを労働から排除していくという
状況があるのでしょう。
　さて、少子高齢化は加速する一方で、2035 年には、
65 歳以上の高齢者が 30％になると予想されています。
みなさんは、働いても税金と社会保障費で、給料の半分
以上は取られ、高齢者は十分な年金がもらえないことに
なります。こうなると女性が社会参加をしないと、もた
ないのです。そこで、仕事と家庭生活のワークライフバ
ランスの取組みが出てきます。経済が縮小しても、男女
ともに育児や家事や自分の自由時間が確保できる働き方
に変換しないと、子どもも生まれないし、女の人の過労
死さえ増えてしまいます。女性の社会参加は、男性も含
めて働き方の見直しを根本的に考えながらやっていかな
いといけないというのが、いまの流れです。
　男女共同参画の政策は、仕事と家庭生活や地域生活と
の両立の仕組みの制度化、男女平等の労働条件の整備、
そういういろんなものを整備しながら、つなげていかな
いとできない課題なのです。

第 6回「人種とジェンダーのアナロジー」　竹沢泰子・人文科学研究所教授　　　　　　　　　　　　　　（6月 3日）
　人種とは、『広辞苑』第 6版によれば、人間の生物学
的な特徴による区分で、皮膚の色をはじめ、頭髪、身長、
頭のかたち、血液型など形質を総合して分類されるとあ
ります。しかし結論から言うと、生物学的な「人種」な
ど存在しません。そもそもこれらの身体的特性がまとま
りをもってひとつの人種を形成し、他の人種と明確な境
界線をもつということはありません。性の場合、男女の
境界上の人の比率は圧倒的に少ないですが、バトラーな
どの研究で指摘されているように、男女の二分法的な明
確な分類が存在するわけではありません。その点人種と
のアナロジーが見られます。　
　人種は、生物学的には存在しませんが、社会的には存
在しています。人種概念の重要な特性として三つ挙げら
れます。まず、可視的な身体要素（皮膚の色など）、非
可視的な身体要素（例えば「日本人の血」）、気質（すぐ
に怒る、勤勉など）、身体能力などが、身体を媒介に、
遺伝するのだと信じられていることです。第二に、他者
集団に対しては、排他的傾向が強く、欧米の人種論が世
界中に伝播したため、大半の社会において、白人がヒエ
ラルキーの最上位を、黒人が最下位を占めることが想定
されています。第三に、それらは政治的、経済的、ある
いは社会的制度や資源と結びついて発露するため、単な
る偏見とかエスノセントリズム、自民族中心主義に基づ
く差異の認識に留まりません。組織的な差異化なのです。

　いろいろな差別、
偏見の中で、なぜ
人種やジェンダー
に関するものが、
とりわけ根強いの
でしょう。どちら
も身体を媒介に、
生まれによって決
まるもので、環境
によって変えること
はできないと考えられているからです。人種とジェン
ダーという視点で見れば、重層的に差別の形態が生まれ
てきます。貧困層の黒人の女性たちが経験する世界は、
黒人の貧困層の男性とは違うし、黒人の中級階級の女性
とも違う。
　人類は、アフリカから移動し、それぞれの環境での自
然選択と突然変異などの結果、現在あるように多様と
なっています。人類が多様であることと、境界線が存在
すると仮定することとは異なります。グローバル化の進
行する現在、一方で均質化の傾向は進んでいますが、他
方でそれだからこそそれぞれのアイデンティティを主張
する傾向も強まっています。差異といかに向き合うか、
アイデンティティを互いにいかに尊重するかが、現代の
重要な課題でもあるのです。

第 5回「ジェンダー学の視点から日本社会を考える」　伊藤公雄・文学研究科教授　　　　　　　　    　（5月 27 日）

【センターから】女性のための相談室　開室日
8 月１日、８日、1５日、2２日、２９日　　9月 6日、13 日、20 日、27 日　　10 月５日、12 日、19 日、26 日
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京都大学学生パパ・ママサークル☆めんどり学部活動紹介
前田治子 ( めんどり学部代表、
　　　　　　　　京都大学農学研究科博士課程 3回生）
　めんどり学部は、大学に通いながら子育てをしている、
またはこれから子育てをしようとしている学生のための
情報交換の場として、2005 年 8 月から活動を開始しま
した。私自身、初めての妊娠・出産・子育てを通して大
きな戸惑いに直面した時に、「今の状況を共有できて、
本当に理解してくれる友達がいたらどんなに心強いだろ
う」、「同じ思いの人がきっと他にもいるはず！」という
思いが強くなり、サークルを作ることを決意しました。
　めんどり学部の主な活動は、月に一度、女性支援セン
ターに集まって参加者同士で思い思いの会話を楽しむこ
とです。大学に居ながらにして気軽に参加できるように
と、活動時間は平日のランチタイムに設定しています。
内容は妊娠中の体調管理、休学手続きや保育所探しにつ
いて、出産について、妊娠出産育児にあると便利なもの、
育児に関するちょっとした疑問、子供のアレルギーにつ
いて、就職について等々、本当に多様です。参加者が今、
必要としている情報をリアルタイムに提供できるところ
がめんどり学部の素晴らしいところだと思います。
　めんどり学部には子供連れで参加してくれる方も多い
ので、子供のための本や玩具、手洗い場なども完備され

　みなさん方は、経済成長して国が豊かになると、社会
が安定し、権利意識も高まり、男性と女性の平等性も、
しだいに獲得されると思っているでしょうか。実は、そ
んなことはないのです。たとえばフィリピンは、豊かで
はないけれど、識字率は高く、女性のほうが高等教育に
多く進んでいるし、女性の国会議員も多く、たくさんの
女性が管理職として働いています。
　アジア、といっても女性のあり方は多様です。概して
言えば、東アジアや南アジアは、女性を男性に対して従
属的とみなし、男女の役割について強固な規範があった
社会でした。19 世紀後半になると、「夫は家の外で働い
て給料を取ってくる、妻は家のなかを守り、愛情を持っ
て夫や子どもの世話をする」という西洋近代の役割モデ
ルが入ってきて、両者が重なりながら多様な「良妻賢母」
のモデルが生まれてきます。
　ただ、こうした役割規範の強い社会でも、実際には、
女性はかなり働いているのです。
　女性が働くときに、子どもが生まれたらどうするかが
問題になります。女性の労働力化率の高い国では、親や
姉妹、ご近所、保育園、お手伝いさんなど、援助しても
らえる何かがあり、それらを組み合わせることができる
社会なのです。日本や韓国は、核家族化が進んでしまっ
た結果、これらの条件が非常に少ないのです。
　次に、教育と政治参加を見てみます。アジアの多くの
国では、男女の役割意識の有無にかかわらず、初等教育
が進み成人識字率の男女差はなくなってきていますが、
高等教育では大きく差が出ます。日本や韓国、インドネ
シアやベトナムのように、まだ役割意識があると、男子
の大学進学率が高く、女子は低い傾向が根強く残りま

す。政治参加につ
いてみると、もと
もと役割意識が強
い場合でも社会主
義を経験した国で
は、女性の政治参
加がある程度確保
されていることな

ど、政治体制も重要なポイントとなります。
　アジアでは、女性の政治指導者が多いのですが、私は、
指導者には、三つのタイプがあると考えています。一つ
は、政治指導者の妻、娘。二つ目は、弱者救済の社会運
動家として尊敬されて、いつのまにか長老格になってい
く人。三つ目は、最近出てきたタイプで、自分自身が社
会活動や政治のなかでもまれて、あるいは高い専門的な
知識を身につけて、権力争いを勝ち抜いて頭角を現すタ
イプ。この三つのタイプとも、ある意味では、アジアの
女性が置かれている状況を象徴しています。最初のタイ
プは政治の「制度化」が未熟ななかで、妻や娘という役
割が政治的カリスマ性の「継承」を容易にしており、二
番目のタイプは、「献身」と慈しむ母親イメージが重なっ
ています。注目されるのは、三番目のタイプ。女性をと
りまく状況が厳しいからこそ、パワフルな女性が出現す
るのではないか、とインドの事例を見ながら考えていま
す。北欧のように、女性の地位が全般的に向上し、国会
議員の 30 ～ 40％が女性という状況のなかで女性の首相
が生まれてくるのと、アジアの女性の政治指導者の出現
には大きな違いがあります。日本の状況を考えるとき、
こうしたアジアの経験はとても興味深いものです。

第 7回「アジアの『男女共同参画』：家族、社会、制度」　押川文子・地域研究統合情報センター教授　　　　（6月 10 日）

ている女性研究者支援センターを使用させていただい
て、本当に助かっています。毎月の例会以外にも、休日
を利用して、家族会を 8月と 12 月の年二回、それ以外
にも不定期に開催しています。以前は、参加者の自宅や
お店を借りていましたが、女性研究者支援センターは休
日にも利用できるので、2008 年からは休日の家族会に
も女性研究者支援センターを利用しています。
　めんどり学部が一番大切にしているのは、何と言って
も「顔を合わせて会話をすること」です。インターネッ
トでいくら情報を集めても、不安やつらい気持ちは解消
されません。顔を合わせて話を聞いてもらい、一言「大
変だよね」という言葉をかけてもらうだけで、どれだけ
気持ちが楽になることでしょう。
　サークルには京大生だけでなく、他大学の学生さんも
参加してくれています。また、遠方の大学の方からも問
い合わせや励ましの言葉がたくさん届きます。学内、学
外だけでなく、ボランティア活動を通して知り合った方
など、子育てを頑張る学生パパ・ママを中心にたくさん
の人と人とのコミュニケーションの輪が大きく広がって
います。
めんどり学部HP
（http://www.geocities.jp/mendori_gakubu/）



連載：研究者になる！－第 12 回－
人間・環境学研究科教授　　　　　　　　　　小山静子
　「研究者になる！」という言葉を見ての第一印象は、「な
る！」ねえ、というものだ。というのも、わたしが院生
のころに「研究者になる！」という決意をもっていたの
か、はなはだ怪しいからである。実際、大学院の博士後
期課程の時に、大学を受験し直して医者になろうかと考
えたこともある。結果的に研究者になったが、研究者に
なっても、この仕事は向かないのではないか、もっと別
の人生があったのではないかと心は揺れ動き、どうして
院生のときに方向転換する決断が下せなかったのかと
思ったりもした。要するに「研究者になる！」という表
現からはほど遠い人生なのである。
　ただ、経歴からいうと、わたしは大学卒業と同時に大
学院に進学し、なかなか就職が決まらなくて長いOD生
活を経験したものの、大学の教員以外の仕事をしたこと
はない。そういう意味では、研究者になる道をまっすぐ
に歩んできたように見えるだろう。しかしそもそも大学
院へ進学したのは、研究に対して魅力を感じていたこと
は事実だが、それ以外に、モラトリアムを楽しみたいと
いった、かなり不純な動機が含まれてもいた（恥ずかし
くって書けないようなもっと不純な動機もある）。そし
て今思うと不思議なことなのだが、大学院に入学し修士
課程から博士後期課程へと進学した後も、研究をすると
いうことと研究者になるということとが、わたしの中で
は結びついていなかった。では、何を生業として生きて
いくつもりだったかと問われれば、答えがないほど、何
も考えないで、まあ好きなことを研究しているのだから、
それでいいよなあと、のんびりと自分の研究のことだけ
を考えて生きていた。というよりも、研究をするという
ことが、自分の人生について考えることだったのである。
　わたしは大学に入ってはじめて、自分が女であるとい
うことを考えるようになった。親は放任主義だったし、
高校は進学校だったために、家でも学校でも「女の子だ
から・・」という言葉をあまり聞かずに育っていたわた
しだったが、大学生になって大学卒業後のことを考える
ようになって、はたと困ってしまうことになる。当時
（1970 年代半ば）は、多くの女性が 20 代半ばまでに結
婚し、専業主婦となって子どもを 2人ほど産むという平
準化した家族を営んでいたが、わたしにはそれはあまり
魅力的には見えなかった。またわたしの母は父以上の、
家庭を顧みない仕事人間であり、その反動で姉は専業主
婦願望が強かったが、わたしは母や姉とは違った生き方
をしたいと思っていた。しかし、どういう生き方ができ
るのか想像もつかなかったし、女であるわたしには生き
にくい世の中であることもわかっていた。（ついでにい
えば、高校では常勤の女性教員は全校で 1人しかいな
かったし、大学では女性教員に出会っておらず、ロール・

モデルになる女性が身近にいなかった
なあとつくづくと思う。）
　というわけで、わたしは大学に入っ
てから悶々とした日々を過ごしていた
が、結局、わたしの息苦しさはどこから来ているのか考
えたいと思い、迂遠に見えるかもしれないが、女子教育
史を勉強してみようと思いはじめた。そして学問を媒介
としながら自分の生き方を考えることが、社会のあり方
を考えることにもつながっていくのではないかと思うよ
うになった。そのため、3回生に上がるときに文学部か
ら教育学部に転学部し、日本教育史を専攻することにな
る。歴史研究はわたしの性に合っていたようで、それ以
来、ずっと史料を読むのを楽しみとして生きている。
　ただ、わたしの学問的な興味は、自分の生き方を考え
るというところから発しているので、わたしが研究する
ことは教育史研究の枠組みからは大きくはみ出すものと
なった。卒論でこそ女子教育史を対象として扱ったが、
修論では女性たちが自らの解放のありようをどのように
考えたのか知りたくなり、女性解放思想について論じた。
この修論には教育という言葉が全然入っておらず、それ
を教育学研究科の修士論文として認めてくれた指導教官
にはとても感謝している。ただ、当時は、自分のやりた
いことをするのが研究なのだから、文句あるか！と思っ
ていたし、学問の枠組みなどたいした問題ではないと
思っていた。本当に生意気なヤツだった。
　研究者となるには、まずはオーソドックスな研究テー
マをすることが大事だということを後で知ったが（ジェ
ンダー研究が市民権を得ている現代とは隔世の感がある
ような時代の話である）、院生の時にたとえ知っていた
としても、研究テーマを変える気にはならなかっただろ
うし、きっと、研究テーマを変えてまで研究者になるこ
との意味はないと考えたと思う。ある意味、浮き世離れ
していたというか、世知に疎かったのであり、結果的に
長いOD生活を過ごすことになったが、それもわたしの
選択だったのかなと思ったりもする。
　このように好きなことをやってこられたのは、お気楽
でもあり、しんどくもあったが、今から振り返ってしみ
じみと思うのは、随分といろんなことで恵まれていたな
あということである。その一つが、院生のころに出会っ
た女性学の仲間である。そのころ出会った人々は、今で
もかけがえのない友人として、いつもわたしの側にいて
くれるし、彼女たちと楽しいおしゃべりをし、時には愚
痴を言い合うことが、研究に対する元気につながってい
ると感じる。そういう意味では、いろいろな人に支えら
れながら、こだわりをもって自分の研究を続けたことが、
結果的に研究者という人生をもたらしたのだなあとつく
づくと思うのである。
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「雌の戦略、雄の戦略：動物行動学の視点から」
　　　　　　　　　　京都大学名誉教授　　日高　敏隆

　かなり以前は、生物は、自分
の種族の維持、種族保存のため
に、形態、行動などを進化させ
ているんだ教えられてきました
が、動物行動学の研究が進むに
つれて、実は、そうではないと
いうことになってきました。
　１つの例は、ハヌマンヤセザ
ルというインドのサルの子殺し
です。このサルの集団は、雄が
１匹、あとはみんな雌なのです。

別の雄がやってきて、その 1匹の雄とけんかをして、自
分がその雌の群れを乗っ取り、雌たちが育てている前の
雄の子どもを殺してしまいます。子どもを全部殺してし
まうと、雌たちが発情して、この雄に近づいてきます。
それで、雄はその雌と順につがって子どもを産ませるの
です。殺したあとに、また同じ数の子どもが生まれるわ
けです。だから、種族の子どもとしての数は変わってい
ないけれど、新しくできる子どもは、全部この雄の子ど
もです。これは種族の維持と何の関係があるのかという
議論が散々に起こりました。
　どうも動物たちの雄は、自分の血のつながった、本当
の自分の子どもをたくさん残したいと願っているらしい
のです。雌も同じ考えです。それでは種族の保存を考え
ているとは、思えないということになってきたわけです。
そこで、自分の血のつながった子を残すというには、遺
伝子のせいではないかということが出てきました。遺伝
子は１個ではなく複数ですから、その遺伝子たちが、自
分たちが生き残って増えていきたいと願っていると考え
れば話は非常によくわかります。遺伝子は、自分が宿っ
ている個体を操作して、自分が増えていくようにしてい
るわけです。
　病気にならないために、遺伝子は混ぜ合わさないとい
けないことはご存じですね。雄、雌をつくって、このあ
いだで受精し、親とは必ず違う遺伝子を持った子どもが
できるというふうにしているほうが安全なのです。だか
ら男と女がいたほうがいいのです。
　雄と雌は、身体の構造的にも違いますね。それは生き
残っていくこととは関係なくて、自分の子孫を残すとい
うことと関係があるわけです。クジャクの雄はきれいな
長い尾羽を持っています。これは、生き残っていくため
には損でも、雌に好かれるためにはいいんだということ

です。雄と雌が出会ったときには、雌が雄を選びます。
雌が性的にこっちがいいと雄を選択するんですよ。性
淘汰という言葉がありますが、それは淘汰ではなくて
選択なのです。
　雄の基本戦略は、できるだけたくさんの雌を口説い
て、何とかその雌に子どもを産ませてしまうことです。
雌は、１回に産む子どもの数が決まっていますから、
弱い子どもや病気の子どもをつくってしまっては困る
ので、相手の雄は大丈夫かということを見ているわけ
です。選ぶときにどういう雄がいいかというと、ほん
とうは見かけだけではないのですよね。やはり実際に
丈夫で、長生きできることが必要なのです。雄は雄同
士の競争のなかで勝てること。雌は雌同士の競争のな
かで勝てること。そして、相手に選ばれること。それ
によって初めて自分の子孫が残るわけです。
　動物の中には、子どもの性別を決めることができる
ものもいます。ハチの雌は卵を産むときに、こいつは
雄の卵にしようか、雌の卵にしようかということを、
ちゃんと決めて産むのです。これは性比の戦略といい
ます。鳥類や哺乳類ではこういうことができません。
　これまでの話のように、多くの動物は、一夫多妻で、
雌が雄を選択しますが、一夫一妻の動物では非常に複
雑になります。特に人間の場合には、一夫一妻になっ
たから、女の地位が安定したという話になっているわ
けですね。地位は安定するのですけれども、一夫一妻
になって、今度は女が男に選ばれてしまうのです。人
間の場合には、男というのが、また変なふうに昔から
財産を持っていたり、権力を持っていたりするのです。
男の選択によるということは、権力とか財産獲得の戦
略で選ぶことになってきて、そうするとよく働く女と
か、都合のよい女を選ぼうという話が出てきます。僕は、
人間の女に、いわゆる性的な役割分担があるというこ
とは、進化論的な話よりは、社会学の問題なんだなと
いう気がします。
　雌が子育てをする動物が多いのですが、結局、雄が
子育てをするほうがいいか、悪いかという話ではなく
て、こういう場合は雄が子育てをしたほうがよいと
か、雄が子育てをする以上はこうしなければだめだと
かいうことが必
ずくっついてい
るわけです。生
物多様性が重要
だと言われるの
は、論理の多様
性がどれぐらい
あるかというこ
となのです。
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